
　アートと美術について近年、教養やデザイン思考
などビジネスの側面からとらえられることが増え、
様々な本が出版されました。中でも『「自分だけの
答え」が見つかる 13歳からのアート思考 』という
本は、18万部のベストセラーとなっています。
　本書がこれまでと大きく異なっているのは、現役
の美術教師が美術の授業をもとに組み立てた美術教
育の本だということ。読み進めていくと、まるで実
際に授業を受けているかのような感覚に陥ります。
　今回、その著者である末永幸歩先生をお招きする
機会を得ました。美術の授業が本にまとまっていっ
た経緯や、ピカソの「子供はみんなアーティストだ」
という言葉が執筆の背景にあることなどを伺いなが

奥村：まず『13歳からのアート思考』を出したきっ
かけをお聞かせください。
末永：学校で美術の授業をしていて、生徒たちの反
応を見ていると「実はすごく面白いことしているん
じゃないか」と感じることが多かったんですね。そ
れで、授業の様子を書いた資料を配布するなど、他
の先生にも何とか伝えようとしてみたんですけど、
なかなかうまくいかなかったんです。でも夫に授業
の話をすると……夫は普通のビジネスパーソンで、
美術に興味のない人なんですが、それでも「面白い
ね」と言ってくれて。そこで自家製本というか、書
いたものを冊子のような形にして、簡単な表紙も付
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ら、「アートは私たちにとって、大切な世界の見方
であること」「私たちが生きていく上で重要な基盤
になっていること」について対話を進めます。
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けてみたんです。
　動画やWebという方法を選ばなかったのは、本
は読者のペースで考えながら読むことができます
し、一連のまとまりをもったものからです。授業っ
て、一方向的に視聴させたり、一部分だけ切り取っ
たりしても伝わらないですよね。読者が主体になっ
て考えたり、前後の流れが全部あってこその授業と
思ったので、まとまった授業の内容を伝えるには本
が一番いいんじゃないかと。そうしてまとめた本を、
たまたま夫が仕事でつながりのあった方に渡して、
そこからどんどん縁がつながり、出版することにな
りました。
奥村：美術の授業実践から始まって、生徒、家族、
仕事先と、縁が転んでいったんですね。「世界は因
果だけでつくられているわけではなくて、縁起で成
り立っている」というのはお釈迦様がおっしゃった
ことらしいですが*1、名画についても「名画は描か
れたとたんに名画になるわけじゃなくて、いろんな
縁や動きで名画になっていく」ことを、多くの人々
が指摘しています。
　ちょっとWebを引けば分かりますが、19世紀ま
ではダ・ヴィンチよりもラファエロの方が評価は
高かったそうです。しかし1911年、『モナ・リザ』
がルーブルから盗まれてしまいます。盗難後、『モ
ナ・リザ』のあった場所だけぽつんと空いている写
真を見ると、『モナ・リザ』はあくまでも多くの絵
の一枚に過ぎなかったことが分かります*2。ですが

『モナ・リザ』は盗難にも遭いましたし、アメリカ

に持って行ったときに700億円ぐらいの保険がか
けられるなど、その後も様々な縁があって最高の名
画になっていきます。
　美術そのものが縁起、そして美術の授業も縁起、
そこからの出版も縁起ってなかなか素敵な話です
ね。その後もいろいろな縁が広がったのではないで
すか？
末永：はい。この本を出してから、すごくたくさん
いろんな場でワークショップ、講演会、授業をする
ことになりました。はじめは、本を読んでくださっ
た方々がほぼ100％だったので、本に書いてある、
これまで行ってきた授業を行えばいいかなと思って
たんですけど、そうはいかなかったですね。なぜか
というと、そもそも授業がそうですけど、実際授業
を見てみると、子どもたちの反応を通して気付いた
り、伝え方によって違うニュアンスになっていたり
……本書も、自分の授業をベースにしながら、出版
するまでの１年間に元の授業とはずいぶん異なるも
のになりました。今も出版、講演会、ワークショッ
プなどを通して、自分自身が変化している感覚です。
奥村：なるほど、今も縁起は進行中で、しかも、そ
の縁を通して先生自身も変化し続けている。この本
は、その貴重なひとつの「切片」なんですね。
末永：そうかもしれません。

奥村：それでは本書の内容についてお話を。
末永：本書は20世紀のアートに絞って、アーティ
ストが苦悩したり、格闘したりしたことをもとに、
読者と対話を進めています。
　そのひとつが、ピカソの「子供はみんなアーティ
ストだ」という有名な言葉です。多くの人は、子ど
もが思い切り描いた絵を、私たちのものの見方で

「アーティスティックだ！」ととらえる、そのよう
な意味で納得していると思うんですが、決してそう
ではないですよね。
　子どもは自分なりのものの見方で世界を観てい
る。そこから活動が生まれていくというか、模索を
している。それは、ピカソはじめ20世紀のアーティ
ストたちが試みてきたことでもあります。自分なり
の見方で世界を見て、自分なりの答えをつくってい
く……それを子どもは自然にできているんだという
気付きがピカソの中にあって、「子供はみんなアー
ティストだ」と発したのでしょう。
奥村：だからピカソは「問題は、大人になっても芸
術家でいられるかどうかだ」と続けているのですね。
この「芸術家」は特別な技能や才能をもった美術家
という意味ではないですよね。

末永：ええ、もちろん意識的にしているか、してい
ないかでアーティストとの違いはあると思うんです
が、２歳３ヶ月の我が娘を観ているとそう思います。
目の前のものに対して、文化や社会的な見方に染ま
らない自分なりのものの見方で、その都度世界に出
会っていると感じます。それこそがアート思考だと
思うのです。
　例えば、つい最近の話なんですけど、娘がブロッ
クで遊んでいたんですね。ブロックで滑り台をつ
くって、最初は小さい人形をシューッと滑らせて遊
んでいたんです。そして、しばらくしたら娘自身が
シューッと言いながら滑り始めたんです。娘のつ
くった滑り台は小さいですし、見た目も滑り台の要
素はないんですけど、娘はトコトコと登って何度も
シューッと滑るんです。それは、誰かに見せる演技
ではありません。娘の見ている世界の中には、今、
滑り台があって、それを滑っているんだなあと思い
ました。
　何かの対象をきっかけに心に浮かんだものを見て
いるというか、「見る」って広い意味をもっている
なと思いました。もちろん娘の世界を100％理解
できているわけではありませんが、娘になったつも
りになって世界をとらえなおしてみると、もうひと
つの全く違う縁が生まれるというか、パラレルワー

アートと子ども末永幸歩・著『「自分だけの答え」が見つ
かる 13歳からのアート思考』（ダイヤモン
ド社）2020年発行。〈「すばらしい作品」っ
てどんなもの？〉〈「リアルさ」ってなんだ？〉

〈私たちの目には「なに」が見えている？〉
など、興味引かれるコンテンツが並ぶ本
書は、美術教育に留まらない「ものの見方」
を教えてくれます。
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別な話ではなくて、普通の授業でも取り扱われてい
る内容です。固定的なノウハウや「これが新しい考
え方だ！」のような思想を押しつけているわけでも
ありません。
末永：そこはとても意識していました。まず、ハウ
ツーにならないようにしたい、やっぱりハウツーを
いくら教えたところで、それを使える場面ってすご
く限られているじゃないですか。でも自分で考えて
いく力があれば、いろいろな場面で応用することが
できます。本の中に全ての答えがあるとか、ハウツー
みたいなものをつめこんで伝えるとかではなく、本
をきっかけにして、読む人の中で答えが構築された
り、考えが生まれていったりするといいなと思って
いました。
　だって、私自身、子どもたちが「美術の授業では
何を言っても認められるんだ」とか「こんなことを
しても先生ダメって言わないんだ」とか言いながら、
自分なりの探求をしていく姿を観るのがすごく好き
だったんです。
奥村：よく分かります。私たちは授業で「ノウハウ
だけ」を教えているわけではないですよね。多くの
人は「かけ算九九」や「面積の公式」などのノウハウ
しか覚えていないのでしょうけれど、それを学んで
いる場面では、九九のつくり方とか、面積の求め方
など、みんなで「ああでもない、こうでもない」と
考え合っています。そこに身を投じているという
か、一緒に考え合っているのが先生という仕事です
よね。
末永：はい。ですから、普段の授業と同じように難
しい言葉は使いませんでした。子どもたちをイメー
ジしながら書いていくと、「これくらい知っている
だろう」「これを知らないと読み進められない」みた
いな前提は成り立たないですね。なので、フォーヴィ
スムやキュビスムなど、美術の専門用語を一切出し
ていません。もちろんキュビスムという言葉は、美
術の人々には簡単な知識で、美術史を理解するには
必要な概念かもしれませんが、そんな簡単な言葉ひ

奥村：私は図工や美術の中には、ビジネスや医療な
ど多くの場面で役に立つようなたくさんのお宝があ
ると思います。もちろん、薬として役立つ草花が、
そのために咲いているわけではないように、アート
はアートであることが大切です*3。でも、美術を美
術教育の中だけで消化するのはもったいないと感じ
ています。ですから、先生のご著書が18万部を超
えて多くの人々に届いた＝美術で大切にされている
ことが広がったように感じて、すごくうれしかった
んです。それが読後の第一印象です。
末永：ありがとうございます。執筆しながら、美術
が好きな人や教育者だけでなく、一般の人たちにも
届けたいとずっと意識していました。
　でも、それは当たり前のことです。なぜなら、そ
もそも授業の相手である生徒は「美術が好きな人や
教育者だけ」ではないですよね。美術が嫌いな子も
いるし、縁のない子もいます。授業に取り組もうと
せず反発しちゃうような子もいます。そんな子ども
たちが、美術の授業を通して自分なりのものの見方
で立ち止まって考えたり、アートって面白いと思っ
たりしてくれる喜びを経験してきたので、本書は美
術が好きな人々ではなく、普通の人々を対象に、そ
こで美術を語り合いたいと思って書きました。
奥村：それが、巷に出回っている本と違う点でしょ
うね。今、本屋にいくと「～のつくり方」「～の教科書」
など、ずらりとノウハウ本が平積みされている。知
人はノウハウ本全盛の傾向について『多くは因果律
で止まっています。ヘタをすると「成功した自分（著
者）の真似をすればいい」で終わっています。』*4と
指摘しています。
　一方、この本は『13歳からのアート思考』と銘打っ
てはいますが、アート思考の方法を示すというより
も、読者とアートを通して対話するというか、アー
トを経験するというか、読者が授業に参加している
ような感じがします。しかも扱われているのは、特

美術の授業という宝ルドのように同じ世界が何層にも広がっていく感覚
がありました。
　それは、私自身が20世紀のアートにすごく興味
をもったことと同じなんですね。「アーティストた
ちは何を模索していたのか」ということを学んでい
くうちに、目の前に見えている世界が「これって絶
対じゃないのでは？」とか、ものの見方が広がった
ような感覚があって、そこですごくアートって面白
いと思ったんです。
　そのときに近い感覚を、今、我が子も含めて子ども
たちと出会う中で感じています。ですから、アートと
子どもの世界は近いんじゃないかなと考えています。
奥村：娘さんと、お母さんと、ブロックと、様々な
資源が取り囲む場で、アートな世界が成立している
んですね。
　末永先生は本書の中で、モネの睡蓮を見て「カエ
ルがいる」と発言した大原美術館の有名な事例を紹
介されていますが、私も西洋美術館で睡蓮を前にギャ
ラリートークした際、「風が吹いている」「水面の中に
地球がある」と言う子どもたちに出会ったことがあり
ます。画面には水面だけが描かれていますが、画面
の奥や手前にはたくさん世界があって、子どもたち
はそこを見て話すんですね。子どもは、作品からい
ろんなものが見えるというか、世界に入り込むとい
うか、それがピカソの言ったアートという意味なの
かもしれません。アートと子どもは、世界との出会
いという深いところでつながっているのでしょうね。
決して目前の作品だけではないと思います。
末永：本当に、子どもが生まれてから見えてくるも
のが違ってきましたね。今は子どもと関わる時間が
学びの時間になっているなと感じます。
奥村：あ、ひらめきました。子育てがアートと言っ
てもいいかも！　「子育てというアートをやってい
るんだ」「世界が豊かに広がっていくことを体験す
る時間なんだ」と思えると、世の中の頑張っている
保護者の方々を少しは応援できませんか？
末永：では、そんな本を一緒に出しませんか？（笑）
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アートは生きる基盤？

末永：「アートって何だろう」と考えたとき、それ
は目に見える静止した作品だけではないですよね。
アーティストがどんなふうに世界を見つめたのか、
そこからどう模索して自分の世界をつくったのか、
そうしてできあがった作品がどのような新たな問い
を社会にもたらすのか……と考えると、アートを「美
術」や「学校の美術や図工の時間」だけに押し込め
てはもったいないなと思います。
　これまでいろいろな授業やワークショップをした
り、本や論説を書いたりしてきたんですけど、そこ
で触れ合った人々は、自分の生活の中にアートを展
開させたり、そこで何かを感じたり、何かの折にアー
トな考え方をあてはめたり、置き換えたりしてくれ
ているのかなと思います。そうだとしたら、アート
は全ての学びの基盤というか、生きる上の基盤にな
るものなんじゃないかなと思います。
　最近、総合的な探求の時間や教科横断の授業、あ
るいは集会のような場で話す機会も多くて、それっ
て、読者が、アート＝美術ではなく、生きる上での
基盤と考えてくれたからじゃないかなと思います。
奥村：本書を18万超の人々が手に取ったのは、そ
こなんでしょうね。美術の授業は、世界を自分なり
に広げていくこと、友達と一緒に世界を耕していく

て自分がどう変化したのか、といったポイントです。
奥村：それ、よく分かります。私もワークショップ
で、ある美術作品を見せて、次にモールと色紙を渡
して「何かつくってください」という鑑賞のエクサ
サイズをやるんですが、できた後に話し合いをして
もらうと、作品だけの説明をする人は誰もいないで
すね。やっぱり「こうしてたら、こうなって」「この
とき、こんなことを感じて」など、ちゃんとプロセ
スや自分の感覚、考え方などを語ります*6。
末永：『13歳からのアート思考』出版後に、ビジネ
スの世界の人たちから「変化が大きくて、先行きの
見通しが立たない今の時代において、新たな価値を
生むアートの授業をしてほしい」という声をたくさ
んいただきました。もともとビジネスに役立てる目
的を第一に書き始めたわけではないので、ちょっと
迷いはありましたけど、私がこの本で伝えたかった
ことは、いろんな人がいろんなふうに解釈してくれ
ることでしたから、もし、私の本でいろいろ学びが
深まったり、いい仕事ができるようになったりした
のなら、出版した意味はあったかなと思います。
　出版を通して私自身も変化しましたし、私は変わ
らず私が志すアートの授業を展開していければいい
ので……（笑）。
奥村：ある中央省庁の幹部が「日本という国はもう
人口も増えないし、経済もGDPもあがらない。こ
のままだとおそらく『かつて栄えた国、日本』になっ
てしまう。これから日本がやっていかなきゃいけな

とつでも子どもは躓くというか、微妙なモヤモヤを
抱えてしまいます。大人も同じで、言葉の意味がはっ
きり分からないと、それ以降の対話が入ってこなく
なってしまいます。それよりも「読みながら考える」
ことを大切にしたのです。
奥村：私だけの感覚かもしれませんが、上から目線
で書かれた本ではないと感じました。というのは今、
いわゆる「おこぼれを授ける」感が大変気になって
いるからです。
　美術や美術教育が世間一般的にブームになって久
しく、そのきっかけをつくっておいてこう言うのも
何ですが、ブームに乗ったほとんどの本は「あなた
たち、知らないでしょうけど、美術はすばらしくて、
美術館はアートの殿堂で……」というような大上段
から始まって、その場所から「こんなすばらしい鑑
賞法があって」「アートにこんな効果があって」とい
うように教えや教義を授けている、そんな感じがす
るんです。
　でも、私の知っているビジネスパーソンやNPO
など様々な人は、そのようなアプローチに対して「つ
まんない」と言うんです。市井の人々は侮れないと
いうか、美術館や美術教育の問題点を見抜いている
と思います。
　でも、末永先生の本はピカソやデュシャン、ポ
ロックなど、美術の授業で取り扱う宝物を高邁なも
のとして押しつけるのではなくて、一緒に楽しませ
てくれました。言い換えると、美術の授業を18万
もの人々に実現してくれた。「美術の授業が本になっ

ことで、人間はそれを３万年やってきた。その一番
の根っこの部分がアートだとすれば、その地点で子
どもとアーティストはつながるのでしょう。
　私はそれを「生存価」と呼んでいますが*5、『13
歳からのアート思考』は、アート思考の解説本では
なく、アーティストが苦しんだり楽しんだりしたこ
とが追体験できるような、縁を深める「生存価」の
本なのかもしれませんね。
末永：固定的なものの見方や学校で教えられていた
正解などは、別の角度から観たら全く異なる世界が
見えたり、別の答えを引き出したりできると思いま
す。アートでもその点が大事だとすれば、作品を正
しく見る方法や上手に絵を描ける方法などを学ぶこ
とだけが美術の授業の役割ではないように思います。
　自分のものの見方で世界を見つめなおすとか、今
あるものを疑ってみてもいいんだよとか、自分が違
和感を覚えたときに立ち止まって考えようよとか、
そんな授業であれば、それは日常生活や仕事に役に
立つのではないでしょうか。
　例えば、私はよく「新聞紙で何ができる？」とい
うワークショップをやっています。新聞紙を一束渡
して、造形遊びみたいにして遊ぶのですが、まるめ
たり、ちぎったりはもちろん、野球のバットをつく
る人がいるかと思うと、新聞紙の文字の部分を切り
抜いて言葉を並べる人もいます。ただひたすらただ
高く積むなどの行為を追う人もいます。
　興味深いのは、作業後にみんなで対話するときの
こと。「この作品をこういう構図や意図でつくりま
した」と話す人はまずいません。作品についての言
及はほとんどなくて、「はじめに新聞紙に触ったと
きにこんな感じがして、こんなことをしてみた」と
か「他の人を見てこう思い付いた」とか、作業のプ
ロセスや、自分の感じたこと、考えたことなどを自
然と話すんですよね。
　このワークショップで大事にしているのは、実は
作品の出来栄えじゃなくて、制作過程において何を
考えていたのか、どんな模索をしたのか、それによっ

た！」という喜びを感じたのです。
末永：そうだとしたらうれしいです。



いのはアートだ」と熱く語っていました。おそらく、
今後アートがますます重要になっていくことだけは
確かなのでしょう。
　末永先生にはその担い手のお一人としてますます
ご活躍ください。本日はありがとうございました。
末永：ありがとうございました。
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